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◆青少年の健全育成といじめ・非行

及び犯罪被害防止

◆子どもと高齢者の交通事故防止・

飲酒運転の撲滅

◆海・山・川での事故防止

◆身近な犯罪等の防止

◆横断しようとする歩行者がいる時は

止まりましょう

7月2５日（月）蔵王テラポイト協会ウォー

キングガイド（押野さん・木村さん・菅原さ

ん）を含め、２３名の参加者が松沢コースを

ウォーキングしました。蓮の花を眺めながら、

松沢堤に吹き渡る風がすごく心地よく、蔵王

の山頂に雲がかかっていましたがとても素敵

な眺めでした。ヤッホーポイントでは、蔵王

の山々に向かって、思い思いにストレス発散

できリラックス効果抜群でした。涼しい木陰

をさがしストレッチ体操をゆっくりと時間を

かけておこないました。参加された皆さん、

ムシムシで大変でしたがお疲れさまでした。
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一日研修【村山市へ】

7月４日（月）村山市の東沢バラ公

園に行きました。色とりどりのバラが

園内に甘い香りを漂わせていました。

広さ約７ヘクタールに約７５０品種、２

万株が植えられており、見応えがあり

とても素敵でした。昼食はどこか懐か

しい里山の風景を眺めながら、郷土

料理と旬の素材を使った料理と松田さ

んの暖かいおもてなしに心も大満足

でした。北方探検の先駆者 最上徳

内記念館では、ビデオを見てから結

城さんの説明を聞きながら館内を見

学してきました。とても分かりやすく

丁寧に説明して頂きました。

７月２２日（金）開催

インスト楽ター 小野淳子先生のご指導で、お楽

しみの体操教室が開催されました。その人に合っ

た運動法を教えて頂きながら、ゆっくりと時間を

かけてほぐしていきました。最後にお尻に挟んで

【一万円】の合言葉を忘れずに、継続は美しさを

保つ力です。暑い夏を元気に乗り切り、また来年

会いましょうと約束して終了しました。

朝からあいにくの雨降りでしたが、尾花沢市・最上町方面に行って来ました。

最初にハンドグラヴィールに挑戦してきました。ダイヤの付いた電動ペンで好

きなガラスの材料を選び、イラストや文字を書いて彫刻して素敵な作品ができ

ました。昼食後、旧有路家住宅封

人の家を見学。中鉢さんの詳しい

解説を、昔懐かしい囲炉裏を囲み

真剣な眼差しで聞き入っていまし

た。実際に松尾芭蕉の詠んだ句が

目に浮かびとても感動しました。

７月１５日（金）開催
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７月１９日(火)《体験講座》
笹野一刀彫り絵付けに挑戦

米沢市に古くから伝わる伝統工芸品「お

たかぽっぽ」の絵付け体験をしました。

講師に「おたか三兄弟」佐藤和寛氏・

小山泰弘氏をお迎えして開催しました。

分かりやすく説明・解説をして頂き、

筆を使って黒一色で絵付けに挑戦しま

した。素敵で個性豊かな本格的な作品

が完成。出来上がった作品はお守り・

魔除け・縁起物なので飾っておいてく

ださい。最後に《サルキリ》と呼ばれ

る刃物で、実演して頂き見事な手さば

きに瞬きを忘れるほどでした。

マスクを外し、皆んなで記念写真！

６月５日（日）に、【三宿（二井宿・旧湯原・本庄）】

の子供からお年寄りまでが一堂に集いスポーツを

通して交流会をしてきました。参加人数総勢４９

名で本庄からは１０名が参加しました。旧湯原小

中学校グラウンドで開催され、とても優秀な成績

を飾ることができました。参加された皆さん大変

お疲れ様でした。

【結果は】

《優勝（第１位）須田勝男さん》

おめでとうございます。
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行事の
２日（火）地区会長会定例会【午後】

４日（木）わんぱく広場「一日研修」（蔵王坊平周辺散策）

２３日（火）女性学級桜桃の会「手芸教室」

２８日（日）【三宿交流事業】第３４回わらじで歩こう七ヶ宿

＊４日（木）公民館事業のため、留守になります。

●状況により中止又は内容を変更する場合がありますので予めご了承ください。

各地区の皆様から早朝よりご協

力をいただき、大変きれいにな

りました。有り難うございまし

た。これからもマナーを守り、

景観の良い本庄にしましょう。

７月１７日（日）開催

新型コロナウイルスの感染は、現在第７波で感染力が強いと

言われており、今後の感染拡大が懸念されています。このような

状況の中で、飛脚駅伝大会の主催者である「本庄郷ふるさとづくり協議会」

において開催の可否について議論した結果、昨年に引き続き本年も中止せざ

るを得ないとの結論に至りました。中止するのは誠に残念ではありますが、

ご理解とご協力のほど宜しくお願いいたします。


